
入社して気づいた平田牧場の魅力 

山本:手前みそですけど、みんな真面目ですね。ものすごく、池原の取り組み一つ一つもそ

うだし、各現場の一人一人がみんな自分の仕事に真摯に向き合って、一人一人が丁寧にやっ

てそのバトンを繋いで、川上川下って言い方をするんだけど一番川上にいるのは養豚生産

の部門で、一番川下にいるのが実際に販売したりトンカツを売ったりしている部門で。川上

から流れてきた、このパスされたものをきちんと繋げていくっていうところがすごくいい

会社だな、っていうのが一番の魅力ですね。 

 

社会人になって学生の頃と比べて成長や変化したと思うところ 

山本:なんも変わっていないような気がする。 

 

池原:ぼへー、と大人になった感じがするけど、でも、やっぱりさっきの会社で働いて変わ

ったことと同じかなって感じ。やっぱり、自分のためにじゃなくて人のために仕事するよう

になったかなとは思うかな。自分のためにやってもなんらいいことはないなっていう。 

 

山本:そうだね。学生のアルバイトと大きく違うのは、学生のアルバイトは特に、目の前の

お金のために仕事をするけどね、やっぱりそれ以外のことのウェイトの方が大きくなるん

ですかね。 

 

池原:責任感っていうのかな。 

 

山本:そうね。なんか変わったかな。向き合い方が変わったんですかね。 

 

池原:多分ね。人としてはなんら成長してはいない気がしますけど。働く考え方はなんとな

く昔とは変わったかな、みたいな。何をしたら自分はこの会社で役に立てるかな、とかって

いうのを考えるようにはなったかな。 

 

山本:いついつから変わるんですかね。 

 

池原:今言われると、学生の時はそうは思ってなかったけど。 

 

山本:学生の時はそうだよね。今コロナだから飲みには行けないけど、なんかアルバイト代

入ってからパーッと使ったり、飲みに行ったりね。会社に入って最初のうちもそうだったも

んな。水曜日は週の真ん中だから飲みに行こう、とか。よくわかんない理由をつけて。週末

は当然週末だから飲みに行って、月曜日は一番元気だから飲みに行って。そんな時代でした

もんね。でも、いつの頃からかきっと変わるんだろうね。 



池原:変わる。変わった瞬間はないけどね。瞬間はわかんないけど。 

 

お二人にとって庄内地域でハタラクとはどういうことか 

池原:おいしいもの食える。 

 

山本:そうね。だから、宮城の出身（池原）でしょ、僕も関東だから全然縁もゆかりもない庄

内ですもんね。だけども、ここで生活する魅力ってのはすごくあると思う。実際、県外者だ

からわかるところはすごくあって。まあ、三人は図らずもそうだけど、よそから来た人だか

らわかる、というところがすごく感じてて、今はここに来てよかったな、って思いますね。

それは毎日の食であったり、人との付き合い方であったり。仕事ももちろんそうだけど。 

 

池原:本当にここ、庄内の人って本当、口下手というか、アピール下手だなって思うんです

けど。例えば、自分なんか宮城ですけど、宮城って言ったら何があるって言ったら笹かまと

かさ。牛タンとかさ、そんな感じのしかないですけど、庄内に来ると全部おいしいじゃない

ですか。お米もおいしい、豚もおいしい、果樹もお酒も魚もおいしい。なんでもおいしい上

に、海もあれば山もあるし。月山とかみたいな羽黒山みたいな歴史と文化や信仰のものもあ

るし。登山すれば鳥海山もあるし。本当に住んでて、何一つ不自由ない。職もレジャーも不

自由しないから。ある人が言ってたんですけど、「庄内の人を旅行に連れて行ってもなんに

も感動してくれない」って。食べるものは自分たちがいつも食ってるものの方がおいしいし、

みたいなので。目的のものを見れたらそれはあれだけど、旅館とかホテルに行ってもご飯お

いしい、って言われたことないって言ってたことあったし。 

 

山本:確かにそうだよね。まずどこ行っても米がまずいもんね。 

 

池原:米ね。だからなんか、ここにいると豊かだよね。 

 

山本:そうだね。豊かだね。 

 

池原:暑いし、寒いけど。風すごいけど。地吹雪とんでもないけど。びっくりしたよ、私、初

めて来たとき。ここで生きていけないとか思った。あの地吹雪見たとき。無理だわ、これ、

って思ったけど。20 年以上住んじゃってるもんね。 

 

趣味と休日の過ごし方について 

山本:私は、外で遊ぶのが好きなので。見ての通りこいつ何やってんだ、ってくらい焼けて

ますけど。夏というか、春から秋までは主にはロードバイクと、あとはカヌーをずっとやっ

てて。カヌー教えてるんですけど。平田の山の中にカヌー場が実はあるんですけどね。そこ



でこの三連休もずっと子どもたちにカヌーを教えてて。というのと、冬は、雪が降ってから

はスキーと狩猟をやってます。自分でカモとかキジとか捕って、自分で捌いて、食べて、み

たいなことをやってます。楽しいですよ。 

 

池原:自給自足できるね。遭難したらとりあえず山本さんといれば怖くない。 

 

山本:なんで休日はとにかく目いっぱい外で遊んでますね。池原さんは、思いっきり逆でも

ないですか。 

 

池原:思いっきり逆かもね。アウトドア（山本）、インドア（池原）ですね。あんまり恥ずか

しくて言えるような趣味はないんですけど、車とゲームが好きなので山本と同じく休みは

全力で趣味ですね。趣味に没頭すれば気持ちも切り替えて翌週はリフレッシュ、みたいな感

じですね。 

 

山本:以前、東京によく出張に行ってて、ちょうど空き時間が空いて秋葉原にちょっと行っ

てくる、って。 

 

池原:ちょっとディープなところに消えてしまったんで。 

 

山本:楽しかったね。 

 

池原:楽しかったね。 


